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赤痢アメーパ増殖に及ぼすウエノレシ菌の影響に就て

山川速水

慶慮義塾大学医学部寄生虫学教室

緒言

赤痢アメーバの培養には常に細菌が随伴し此の細菌を

除く事は極めて困難であるばかりでなく，細菌はアメ｛

バの食物となるものであって，之を除いては，アメ戸バ

の増殖は不可能と考えられているO 随伴する細菌の種類

は，アメ｛バの増殖に重大なる関係があるo 畑上氏

(1938），は田辺・千葉・培至宝基に培養した， 25株の赤

痢アメーパに随伴する細菌を検査して，それ等は，グラ

ム陽性の球菌並に梓菌であり，グラム陽性の球菌は，腸

球菌に相当しJ グラム陽性の梓菌はヂフテリー様菌に類

似することを朗らかにした。而してグラム陰性梓菌は総

ての株に随伴し，随伴菌の犬部分を占めるもので之等は

悉く Coli-group並に同類似菌に属している述べている。

近年2, 3の研究者が嫌気性菌が赤痢アメ F バの脱穀増

殖に好影響を興えると共に，その病原性をも高めて，組

織への侵入を容易にすると報じているO 賓藤氏は赤痢ア

メ｛バの随伴細菌で preconditionedmediumを調製し，

細菌の増殖を阻止した赤痢アメ戸バの培養に成功してい

る。其の場合 Clostridiumwelchiiを用いると初代及び

継代培養に於ても，アメーバの増殖は良好であると云っ

ている。亦培養液中に還元剤を入れるか，窒素ガスを遁

ずるか，叉酸素を庇牧する物質を入れると，細菌なしで

も脱穀した。而して之等は総て，培養基内の酸素の分圧

を下げる事であり，この事は細菌を加えると同様の結果

をもたらすものと思われる。私は最近赤痢アメ｛パの培

養の際に， Cl.welchiiを共棲せしめた場合に，アメーバ

の培殖に好影響を及ぼした事を経験したので，ままに報告

するO

実験材料と方法

使月］した培養基は次の5種類であるO

1) K－培養基： Ringer氏液に寒天を 1%の割合にと

Hayami Yamakawa: On the influence of Clostri-

dium welchii upon the growth of Entamoeba his・ 

tolytica. (Department of Parasitology, School of 

Medicine, Keio University, Tokyo, Japan) 

かして，この 500ccに対して鶏卵2個を混和して，分注

後， 80°C1時間湯煎して斜面に援問せしめ，液体部は

Ringer氏液500ccに対して卵白 2個分を混和したもの

で，培養直前に滅菌米粉の 1白金耳を加えたものO

2) 卵ー培養基： Ringer氏液50～100cc に全卵4

個を混和して， 80°C1時間加熱して， 斜面に援問せし

めたもので，培養の直前に滅菌米粉を加える。液体部は

Ringer氏液のみであるO (Ringer氏液は滅菌に極めて

好都合であるから特に用いた）。

3) R-S-R培養基：馬血清7を Ringer氏液3に稀

釈し， 80°C.1時間加熱，之れを 2～3回繰返して血清

援問器で斜面となしたもので液体部は Ringer氏液のみ

にて，前と同様滅菌米粉を加えるo

4) 肝肝プイオシ：液体培地となして上記の如くに米

粉を加えるo

5) バラムス液体培地

Cl. welchiiは肝肝フ守イオシ，高層寒天地又は， zeiss-

lerの葡萄糖血液寒天平板に培養して保存した。

予備実験

上記各種の培養基にアメーバを培養する際， Cl.wel-

chiiを同時に共存せしめる事によって， アメ戸パの増殖

が如何に影響されるかを捺することが，本実験の目的で

あるが，それには予め之等赤痢アメーバ用の培養基に果

して， Cl. welchiiが増殖し得るか否かを知る事が必要

である。この点を明らかにするために予備実験を行っ

た。予備実験としては先ず R・S-R培地をmいたロ之の

液体部に還元剤として，塩酸 Cysteinを0.1%～0.01

Mの割合に加え，且つ還元朕況の指示薬として 1%rne・

thylenblau液を 1滴の割合に加えた。 この様に準備し

た培地に，肝肝プイオシ中の Cl.welchiiの1白金耳を

加え，その表面を流動パタフイシで封じたものと，封じ

ないものとで， Cl.welchiiの増殖の有無を検した。 然

して 24～48時間の培養で，色素が脱色され，液体部が

潤濁し，ガスの発生が頴著なる場合には， Cl.welchii 

が増殖したものとした。併し更に其の液体部の 1白金耳

( 40 ) 
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では， 24時間後から， i図濁とガスの発生が見られ， 96

時間後嫌気性高層培地に移殖した所，ガスの発生と培地

の亀裂が見られ， Ci.welchiiが96時間まで向増殖して

いた事が朗らかであった。 対照では 24時間後から溜濁

が起ったが， ガスの発生はなく， 96時間後高庇．培地に

移殖しても，嫌気性菌の増殖は認められなかったo アメ

｛バの発育状態は対照に比して著しい差は見られなかっ

た。

次に R-S-Rmediumに先づアメ戸バ（吉村株）を移

植し， 24時間後に Cl.welchii を添加して，それがアメ

F バの増殖に如何に影響するかを観察した。この場合塩

酸 Cysteinは影型iが少いので

を添加しないものを対照としたO アメ F バ株移植後24

時間で培地の脱色がおこったが，ガスの発生は認められ

なかった。次いで、 Cl.welchiiを添加する事によって，

その後はアメーバは対照に比較Lて可成よく増殖した。

成績は第3表に示した。

を，高層緋弐性培養に移して，ガスの発生並にガスによ

って，高層培地に亀裂を生ずるか否かを検した。成績は

第 1表に示した。パラフィシを重畳した場合も，しない

場合も，液体部は潤濁して，色素は脱色し，ガスは発生

した。

即ち Cl.welchiiはよく増殖した。比較のために従来

から保存していたアメーバ（吉村株）を同様な R-S-R

培地に移殖培養した所（第1表3）脱色は起らず，

の発生も見られなかった。

この株には Cl.welchiiは含まれていない様である。

昭和 28年 12月（1953）〕
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K-medium，卵 mediumにW菌 24時間

培養後アメーパ移植（吉村株）

第 6表R-S-R mediumにウェ Jレシ菌

48時間借養後アメ戸パ移植
第 4表
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様に R-S-Rrnediμmを用いた実験と殆んど同様な結果

であった。即ち Cl.welchiiを24時間培養後アメ｛バ

を移殖したものは Cl.welchiiを加えない対照に比して

常にアメーパの増殖は良好であった。

アメ｛パ培義後 120時間後蛾気性高居培地に移殖した

所 Cl.welchziを添加した培地のものはすべてガスの発

生と培地の強い分裂を示した。

3) バラムス培地をrnいた実験

塩酸 Cysteinをmいず Methylenblau を指示薬とし
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られず且つアメ戸バの生存期間も対照と略 E同様と思わ

ウェ Jレシ菌24時間培養後アメ F ノぐ移植

（吉村株）

fl 
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第 10表 ウェ Jレシ菌 24時間培養後

アメーパを移植する（小田株）

註

ハ
U
n
u
n
U
可

i

A
吐

句

ム

ハ

U

n
u
n
u
n
u
n
u
d吐

n
u
n
u

192 

n
u
n
u
n
u
 

考按

Cl. welchiiは土壌の中に広く分布して， 動物及び人

の腸内にも常在し得ることが多く，本菌は蛾気性の度合

は弱いとされているO 普通寒天培萎基，プイオシ等にも

発育し得ると云われているO 本実験にf1Jいたアメーバ培

養基即ち血清の斜面（R・S・R）培地に於ても， 叉卵斜面

培地に於ても，液体部は Ringer氏液のみにて，アメー

パは良好な増殖を示して，液体部に蛋白質の添加を必要

としなかった。液体部に蛋白質を含む場合には滅菌が極

めて困難であるため雑菌が混入する恐れが多く，その点

96 72 

つd
o

I
“
ハ
U

噌

i
n
L
n
u
n
U

ーi

ハ
リ
ハ
u
n
U

168 

n
u
n
U
可

i

n
u
n
u
n
L
 

3

2

0

2

6

7

0

 

噌

i

τ

i

Q
U
F
O
O
O

に
u
n
u
d
n
U

司，

2

4

1

1

2

3

4

 

48 

Q
d
1ム
門

i

1
ム

n
J
9
U
F
O

9
白
つ
u

144 

9
u
n
U
F
D
 

n
U
戸

h
d
o
o

24 

n
u
n
U
C
U
 

1
i
1
i
 

5

4

2

 

120 

ー
ム

O
O
τ
A

q

L

q

白

に
U
4
4
q
J

司
E
ム

（
ア
メ
ー
バ
＆
移
植
す
る
）

れるO

第 9表

時間
イ康件
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5) R-S-R medium 

殖を観察した実験

次にこれまで記述した実験に於いてアメーバの増殖が

他の培地に比して最も確実にして安定し，且つ生存期間

もよく長期に亘ると思われる R-S-Rmediumを使用し

て，個々の培地の僚件をすべて一定にして，これにアメ

F バ小田株，吉村株を移舵して，其の増殖率を Thoma

Zeissの計算室を用いて精査を行った。

実験としては試験管は，すべて小試験管を用いて，其

の口径を1糎のものに一定した。

先づ前記の Ringer-serum稀釈液1.5ccをピペット

に吸引して試験管内に注入し，血清援固器を月］いて，

80°C 1時間，を 3固に立って滅菌し斜面を作った。液

体部は Ringer 氏液0.3ccとして滅菌米粉の 1白金耳

を加えた。赤痢アメ｛バ移殖の方法としては前述の如く

に Ringer-serum培地に 24時間先づ Cl.welchiiを培

悲してガスの発生を証した培地に，赤痢アメ｛バの栄悲

型を含む一定量0.1ccを移殖して， 24時間～48時間

～ 72時間～とアメ戸パの増殖数値を， 上記の計算室を

使用して測定した。一方対照として Cl.welchiiを加え

ない普通の培韮を行った。 J:IJいた株は共に Cysteより

得た 2つの株，即ち前述の吉村株と小田株で，吉村株は

初め卵培地により培養し後に RふR 培地に移殖して，

継代したものであり，小田株は初めから R-S-R に継代

し100代以上も続いたもので両者共に極めて安定した株

である。計算室に表われた栄養型の数は 3回の計算によ

って其の平均胞を求めた。而して予め被検液は，増殖液

体部をピペットにて 10回既出を繰返して米粉もよく混

和して，平等の潤濁となして，速かに其の液体部の中心

部より取得して椴査を行った。

先づ吉村株を月jいて，肝肝フcイオシの Cl.welchii液

0.03 ccを R-S-Rmediumにて 24時間培養し後アメ｛

バ培養液 0.1ccを加え， 対照としはて welchiiを添加

しないアメーバ培養液0.1ccを移殖した。 叉全く同様

な実践を小田株についても行い，その成績は第9，第10

表に示した。即ち Cl.welchiiを添加した場合，その対

照に比して明らかに，アメーバの増殖率は良好である事

を示しているO 叉同践の実験を繰返している間に Cl.

welchiiを随伴しない対照のものには， 虫体の増殖が極

めて不活漉で，時として全然増殖の傾向を示さず絶滅せ

んとする場合にも遭遇するが， Cl. welchiiを随伴して

いるものに於ては毎常アメ｛バの増殖は確実で，且つ良

好である。一般に液体部の潤濁程度は対照と差具は認め

昭和 28年 12月（1953）〕

を用いて計数的にアメーバの増

( 43 ) 



168 

Ringer氏液は培養に肝jいる都度滅菌が出来て雑菌混入

を防ぐ上に於いて極めて好都合である。 R-S-R me-

-0.ium，卵斜面培地，バラムス液体培地等にはアメ F パと

Cl. welchiiは共によく共棲し得るのであるO 而してア

メーバ培般に必要な細菌の作用というものは，既に論じ

られている如くに，

1) 細菌の代謝物質，叉は細菌によって生ずる培地の

分解産物の影響。－ 2）細菌がそれ自体アメーバの栄翠牧！

となること。 3）細菌がアメ F パの増般に誼当なる物理

化学的朕態を絶えず維持する事等にて，特に第3の僚件

に関しては， Snyder,Meleney, Balamuth, Chang，斉

藤，沢田，等の述べた嫌気’［生環境と密接な関連にある培地

の低い酸化還元電位と考えられているO 叉 Chinnは1

種類の細菌随伴よりも嫌気性菌を伴った 2種以上の細菌

の随伴した場合の方がアメーバの増殖が良好であると云

い，且つ最もよく増殖せしめたものは Leptotrichiabu-

.calisと Cl. welchiiで・あったと去っている。そして共

の増殖の朕態は，アメ｛バが初めて現われる時から差異

が見られ Leptotrichiabucalisと Cl.welchiiを入れた

もので、は他を入れた場合よりも初めから多くのアメーバ

が見られると云っている。且つ Cl.welchiiを随伴せし

めた場合には，常に規則正しく Cyste の形成があった

と云っているO これに関して私も既述の各種培地に，

Cl. welchiiを随伴せしめてアメ｛パを培養したので‘あ

るが Cysteの規則正しい形成を経験する事は出来なか

った。これは他の随伴細菌の種類，使用したアメーバ株

の性質の差異に基づくものと考える。叉 Changは培地

の酸化還元電位に注目して嫌気性の｛傑件の下にて （Cl.

welchii使用）醸成された僚件を温存して， 細菌の増殖

を阻止した培地にてアメーパの培養に成功しているO 叉

予知践は嫌気性菌特に Cl.welchiiがアメーパの培器保件

を満す細菌であることを示すと同時に， アメーパそれ

自体がt鮫t性環境にJI民膝したものである事を示してい

るO 又他の観点からアメーパ培芸随伴菌の中で好気性菌

以上に雄知性菌の機能的作用に注目する必要が生じて来

る。

Bradin and Hansen (1950) は随伴菌と抗生物質並

に抗アメ戸バ剤の試験管内の実験に於いて，アメ戸バの

増殖と酸化還元電位との関係を論じているO 即ちアメ｛

パ生存に対する随伴細菌の組成の意義は完全には分って

居らず，併しその一つの要素として培養基の速やかな烈

( 44 ) 
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しい還元が考えられると報じている。而して細菌の発育

が阻止されるならば，培養基は空気の接触とアメ｛バの

死によって酸化されて来ると報じ，酸化は電位測定によ

って決定される事が出来て以来アメ｛バの死は酸化還元

電位が陰性から陽性に変化する事に関係していると云っ

ているo

結論

1) 赤痢アメ戸バの 2種の株．吉村株，小田株は之れ

に Cl.welchiiを随伴せしめて培養した場合，良好なる

増殖朕態を示したq

2) Cl. welchii は赤痢アメーパの増殖を確実にして

増殖率に常に好影響を輿えている。

3) Cl. welchii はアメーバの増殖開始の時期とアメ

｛バの生存期間に対して犬なる影響を示していない。

4) Cl. welchii"の影響によって規則正しい Cysteの

形成は認められなかった。

稿を終るに臨み御指導z御校閲下された松林教授に深

〈感謝の意を表する。
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